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研究成果の概要（和文）：経済活動の立地集積現象では，様々なスケールの空間的パターンが現れ，「都市階層原理」
と呼ばれる頑健な規則性が成立している．本研究は，この規則性が創発するメカニズムを説明しうる理論モデルを提示
した．より具体的には，“ローカル”な市場圏を持つ産業と“グローバル”な市場圏を持つ産業の空間的不完全競争が
行われる“マルチ・スケール空間経済モデル”を開発し，その均衡解の分岐解析によって，空間全体を通じて現れる集
積パターンの規則性を明らかにした．さらに，この理論を基礎として，集積経済効果とマルチ・スケール空間構造を導
入した応用一般均衡モデルを開発し，現実的問題への適用可能性を示した．

研究成果の概要（英文）：This study presents a theoretical model to explain the mechanism of the formation 
of hierarchical urban systems. Specifically, we develop multi-industrial core-periphery (CP) models with 
hierarchical (i.e.,multi-scale) spatial structure which introduces the interaction between inter-regional 
and intra-regional transportation costs explicitly. We then analyze bifurcation phenomena of the 
equilibrium by the analytical and numerical approaches developed by Akamatsu et al.(2012). The results of 
our analysis reveal that combinations of inter-regional and intra-regional transport costs can yield a 
wide variety of agglomeration patterns depending on the transportation parameter values, and that 
hierarchical industrial location patterns emerge as stable equilibria of the model. Furthermore, we 
develop multi-scale Computable General Equilibrium (CGE) models with agglomeration economies, and 
demonstrate their applicability to practical problems.

研究分野：土木計画学・交通工学
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１．研究開始当初の背景 
我国をはじめとする経済先進諸国では，経
済活動の空間的集積現象に関して 2つの規則
性が見られる．第一の規則性は，様々な空間
スケール下で企業立地の集積パターンが生
じ，「階層的な空間構造」が形成されている
ことである．まず，都市内スケールで見られ
る集積現象は，都心の存在である．そして，
より巨視的な 地域内スケールでは，地方中
核都市への経済活動の集積と小都市の衰退
といった都市間での集積が生じている．さら
に巨視的な 地域間スケール では，グローバ
ル経済の進展に伴い首都圏一極集中がさら
に進行しつつある．また，近年では，企業の
移動は国内にとどまらず，国際スケールでの
地域的な集積を生んでいる．第二の規則性は，
大規模な都市ほど多様な産業が集積する（小
都市に立地する産業の集合は，大都市に立地
する産業集合に含まれる）「産業立地の階層
性」である．これは都市階層原理とも呼ばれ，
最近の実証研究により，その頑健性が確認さ
れている（Mori et al.(2008)））． 
 上記の各空間スケールでの集積現象は互
いに独立ではなく，また，上記 2つの規則性
には密接な関係がある．なぜなら，これらの
現象や規則性は，複数の空間スケールを跨ぐ
企業の立地・交易行動の結果であり，グロー
バルな（e.g., 地域間）経済活動とローカルな
（e.g., 地域内）経済活動の相互作用が生じて
いるからである（e.g., Brakman et al.(2009)）．
また，これらの規則性を特徴づける最大の要
因は，企業の立地・交易行動に決定的影響を
与える技術及び制度の進展と考えられる．従
って，社会基盤（交通施設等）整備や交易制
度（貿易協定等）の社会・経済的影響を評価
するためには，マルチ・スケール空間全体を
通じた産業集積パターンの予測，ひいては上
記 2つの規則性が生じるメカニズムの理解が
必要である． 
 従来，経済活動の空間的集積を説明する理
論は，空間スケールに応じて，都市経済学，
地域経済学・新経済地理学，国際経済学の各
分野で，個別に研究されてきた．まず，都市
経済学分野では，Beckmann (1974) を先駆と
して，都心形成メカニズムに関する理論的研
究が蓄積されている（詳細は，Fujita&Thisse 
(2002), Henderson&Thisse (2004) 参照）．しか
し，この分野の研究対象は“都市計画スケー
ル”に限定されている．次に，より巨視的な
“国土・地域計画スケール”における経済活
動の空間的な集積現象は，Krugman (1991) の 
Core-Periphery (CP) モデルに代表される新経
済地理学 (NEG) 分野で研究されている．し
かし，この分野での理論研究の大半は，地域
間スケールのみに着目した 2地域モデルの分
析に留まっている（詳細は，Fujita et al.(1999), 
Baldwin et al.(2003), Combes et al. (2008) 参
照）．国際スケールの立地集積は，国際経済
学の新貿易理論と NEG が融合した Melitz 
(2003) 以降の“企業選別(sorting)”理論で数

多く研究されている．しかし，この理論も 2
国モデルの分析に留まっており，単一スケー
ルのみを対象としている．結局，都市経済
学・地域経済学・国際経済学のいずれの分野
においても，マルチ・スケール空間全体を通
じた産業集積パターンの形成メカニズムを
説明しうる体系的理論は確立していない． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，大別すると以下の 2 つで
ある．まず，第一の目的は，経済活動の空間
的集積に関する上記 2つの規則性（「マルチ・
スケール空間構造の形成」や「産業立地の階
層性」）を統一的に理解するための理論を構
築することである．より具体的には，NEGの
基本モデルにスケールの異なる複数空間に
跨がる経済活動を導入した “マルチ・スケー
ル空間経済モデル” を開発し，その安定均衡
解として現れる多様な空間集積パターンの
規則性（生成・変化特性）を明らかにする． 
第二の目的は，上記理論モデルを基礎とし
て，現実のマルチ・スケール空間に適用可能
なCGE (Computable General Equilibrium) モデ
ルを開発することである．より具体的には，
集積経済効果とマルチ・スケール空間構造を
導入した CGE モデルを構築し，その数値解
析法およびパラメータ推計法を開発する． 

 
３．研究の方法 
 第一の目的を実現するための方法は，以下
の 2段階から構成される．まず，第 1段階で
は，「階層的な空間構造」（e.g., 地域間と地域
内スケール）を外生的に導入したうえで，各
空間スケールでの集積の相互作用を同時に
扱う理論を構築する．より具体的には，ロー
カルな（地域内）市場圏を持つ産業とグロー
バルな（地域間）市場圏域を持つ産業の空間
的不完全競争が行われるマルチ・スケール・
モデルを構築する．そして，その安定均衡解
のスケール別交易費用パラメータに関する
分岐解析により，マルチ・スケール空間にお
ける集積パターンの創発・進展条件を解明す
る．次に，第 2 段階では，「階層的な空間構
造」を内生的に生成する理論を構築する．よ
り具体的には，第 1段階で構築するローカル
産業-グローバル産業モデルをベースに（初期
状態では単一階層の均質な多都市空間構造
から）都市間の交易費用が集積規模に応じて
内生的に変化するモデルを構築する．その均
衡解の交易費用パラメータに関する分岐解
析（計算分岐理論を活用した系統的な数値実
験）によって，マルチ・スケール空間構造が
創発・進展するための条件を解明する． 
 第二の目的に対しては，まず，従来型の多
地域 CGE モデルに，マルチ・スケール空間
および NEG 理論と同様の集積経済効果を導
入したモデルを構築し，安定的均衡解の数値
的計算法・分岐解析法・パラメータ推定法を
開発する（ここでは，労働／資本の空間／産
業間移動に伴う複数種類の集積経済効果を



段階的にモデルに導入し，より一般的なモデ
ルへと発展させる）．そして，入手可能な現
実経済データ（国際・地域間 I/O表，地域内・
都市レベルの経済統計データ等）を用いて，
実際的な政策評価問題に対する適用可能性
や理論との整合性を検証する． 
 
 
４．研究成果 
 H24年度の研究では，第一の目的に関して
は，階層的空間構造を外生的に与えた場合の
基本理論を構築した．より具体的には，NEG
モデルを一般化したマルチ・スケール集積経
済モデルを構築し，系統的な分岐解析によっ
て，地域間・地域内の 2種類の輸送費用パラ
メータと均衡集積パターンの安定性の関係
を明らかにした．第二の目的に関しては，集
積経済効果を導入した多地域 CGE モデルの
解析基盤を構築した．より具体的には，従来
型の多地域CGE モデルにVertical Linkage 型
の NEG 理論と同様の集積経済効果を導入し
た上で．経済変数間の理論的整合性の保証さ
れたモデルを定式化し，均衡解の数値解法，
パラメータ推定法を確立した． 
 H25年度の研究では，第一の目的に関して
は，まず，H24 年度に開発した Global-Local 
構造を持つ多産業モデルに対して，都市間交
易条件が集積状態に応じて内生的に決まる
条件を導入したモデルを定式化した．そして，
1 次元対称空間において，上記モデルの均衡
解の分岐パターン（特に「階層的空間構造の
形成」）の創発・進展条件を整理した．第二
の目的に関しては，集積経済効果を導入した
マルチ・スケール（国際-地域間および地域間
-地域内） SCGE モデルの入力データとして
必要とされる地域間 I/O データ，国際 I/Oデ
ータ等を系統的に整理したデータ・ベースを
作成し，モデル・キャリブレーション法を検
討した． 
 H26年度の研究では，第一の目的に関して
は，前年度までに開発したモデルと解析的理
論を基礎として，非常に多数の産業・都市が
存在する場合に現れる階層的空間構造には
頑健な規則性が成立することを数値実験に
より示した．第二の目的に関しては，まず，
新経済地理学の主要なモデル（Footloose 
Entrepreneurモデル，Footloose Capitalモデル
Vertical Linkage モデル）を全て包含したマル
チ・スケール SCGE モデルを構築した．そ
して，そのモデルに対して，安定均衡解の計
算法および実データによるキャリブレーシ
ョン法を開発し，現実的問題への適用可能性
を示した． 
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